









































カリハライ ドに､ より重いハロゲンを ドープした時にもそのハロゲ
ン不純物によるモノマー発光及び ダイマー発光が観測される｡ この
うち､ 不純物ダイマー発光は不純物ハロゲンイオン対に局在 した励





項発光 (U発光)と三重項発光 (EX､ 7t発光)がそれぞれ別の発光
帯として現われている｡ 一方､KBr中の沃素不純物 ダイマー発光は
KI,RbIの固有発光と同じ､沃素2個に局在した励起子か らの発光で
ある｡ しか し､発光帯は1本のみ(4.3eV)で､ その発光には一重項成






Ⅰ 4eV付近に見 られる K白r:I,RbBr:Ⅰの沃素 ダイマー発光は混晶
の全領域で存在 し､KI,RbIの q発光につながる｡
Ⅱ KI,RbIが 30%よ り多 くなると 3eV付近に新しい発光帯が現わ
れ､KIの苑発光､RbIの q発光へつながる｡
Ⅲ RbIが 90'S以上の領域でのみ 2eV付近にn発光が観測される｡
また､KBrに KIを､ RbBrに RbIを混ぜていったときめダイマ
















山 本 昌 司
一次元Hubbardmodelにおける大振幅量子揺らぎを､福留により開発された共鳴HF法
により記述する｡ 具体的には､HF的長距離秩序状態sDW に生じる､電子的局所欠陥であ
るsolitonや breatherを揺らぎといて取り込み､その量子運動を考える｡
一次元系では､HF近似における電子Orderparameter(OP)のSDW に対する局在欠陥､
すなわち純電子soliton等の解が存在する｡ Half-filedHubbardmodelにおける､SDW の
2つの相の境界としての､荷電soliton(S±)と中性soliton(SO)が存在し､これにはそれ
ぞれinterfaceの様式が異なる2つのtypesSlとS2がある｡これらの耗電子局在励起は､
itinerant措像における電子OPの量子揺らぎを表すと考える｡ このような並進対称性を破っ
たGoldstone解のBloch的重ね合わせにより､量子力学的並進運動を行うsolitonbandが得
られる｡HalffiledSDW 系ではSlとS2が存在するため､solitonbandは2本に分裂する｡
Solitonの拡がりのため､solitonbandは高周波成分を多く含み､異常な分散を示す｡soliton
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